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12月号
、司r

....第3回みかん祭りのみかん共和国大統領決定

お②00②⑮ゐ鎗ゆ� ~ 
....もちつき大会には行列も� f

...

11

....

11

スピーディに飛びかうスポーツカイトの体験もできたy 

月13日臼1). 星谷運動公園

において，第� 3回みかん祭り

が開催されました。

婦人会の踊りをオープ二ン

グに，もちつき大会，パラグ

ライダー スポーツ力イ卜の

体験教室，みかん早喰い競争

などのゲーム及びフリーマー

ケット，また，ラジコン大会

の同時開催など

盛沢山のイベン

卜に約� 2千人の

参加者でにぎわ

いました。

みかんの早喰い競争

A ずっしり重いみかんかごをかついで競争� r ....同時開催されたラジコン大会� 

(世帯数)2，050戸� (人口)男� 3，579人 女�  3，873人計�  7，452人� (平成6年10月末現在)⑩⑧⑨ 
(出生)男3 女� 1計4 死亡)男4 女2 計6 転入)男8 女3 計 転出)男4 女6 計10

広報かつうら� 12月号第294号平成6年12月1日発行編集と発行勝浦町総務課� TE L (08854)2-2511 (代) FAX2-3028⑨⑧ 
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田Tに入ったお金は

48億8，080万円

にユ
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ー一一ー〈入、� 5.819万円

広刊 d U ↑V

63年

歳 元年�  

2 年� 

3年� 

入
4年� 

5年

回� 

歳入の 内 訳
その他の内訳

地方議与税� 
7，441万円

利子割交付金� 

1，968万円

自動車取得税交付金
2，622万円

交通安全対策特別交付金
回T 76万円

地方� 

ヲJムιで� 

使用料・手数料
債イサ

同|県
支

税
「一一 そ 財産収入

町� I出 の� 1お5万円
七 八 金 税� f意盆他 寄付金
{章、 {意 四 出 四、金. 四凶� 444万円

日|
五八、 八
、 、� f意� f意 意{七

八八円 六 繰越金

繰 入 金穴円負担金=
O 七 八

、� f意 ‘、 8，932万円万 岳品ー」ーー
ノ¥ 五� 

万
円

z豆日自 凹|
O τ 諸収刀 入

九
七� 

O /¥ 
方
円

万
円

万
円

万円 回門� 11，698万円� 

そ
し
て
町
の
貴
重
な
自
主
財

体
の
一

九

・ 

パ
ー
セ
ン
ト
を

占
め
ま
す
。 

O

附

全
体
に
占
め
る
割
合
は
三
八

・

鵬 

パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。

ほ

O め
て
い
る
の
が
地
方
交
付
税
で
、 
↓

お
金
で
一
番
大
き
な
割
合
を
占

平
成
五
年
度
に
町
に
入
っ
た 

源
と
な
る
、
皆
さ
ん
に
納
め
て

め
る
の
が
町
債
(
借
入
金
)
で
、

航

八
億
八
、七
五
八
万
円
。
歳
入
全

判

い
た
だ
い
た
町
税
は
、
四
億
一

八
七
七
万
円
で
、
歳
入
全
体
の

八

・
九
パ

ー
セ

ン
ト
で
す
。

ま
た
、
各
種
事
業
を
す
る
た

め
に
国
や
県
か
ら
も
ら
っ
た
補

助
金
は
、
合
計
で
九
億
七
、
四
八

三
万
円
で
し
た
。
こ
れ
の
全
体

に
占
め
る
割
合
は
二

0
・
八
パ

ー
セ

ン
ト
と
な
っ
て

い
ま
す
。

一
七
億
八
、

二
番
目
に
大
き
な
割
合
を

占

賊

歳

入

O
六
O
万
円、

歳
入阪


、 ，.-

26億� 1.267万円� | 

32億� 4，595万円�  

40億� 2，245万円�  

44億� 7.355万円�  

¥ 

¥¥  

¥ 

¥ ¥ 

52億� 8，687万円�  

46億� 8.060万円�  
/ 
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テキストボックス
町に入ったお金は46億8060万円

MUS04
テキストボックス
勝浦町普通会計
決算のあらまし
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スタンプ

MUS04
スタンプ



が使ったお金は

45億8，458万円� 
a平成� 6年� 2月に完成した績瀬保育所

歳 出 の 内 訳 (目的別)

~、

農
キホ

手話 生費 業費費費
木費

費|日 費� 

ー-'-ー四 八/¥ 四裏
{章、{意 {意 (意

ノ¥

{意
憶九ー」

、ノ¥
ーー

、
/¥、

O 
O 

八ー警費O E 、 九、、 f意f意l九防消貸� 
、

ハ=、
八� --'-ーO ノ¥

ニ商
三王 四

四
、コ二

O
7 

方 方

〔
フ
円

士ゴ 貨 プL 九

万
円

五

含
め
た
投
資
的
経
費
は
、
二

万
円
で
、
こ
れ
の

労費

Jiー-'-ー 五t四ノ¥ 七 七� O 
方四:=ii動 ヲフ円

O

O

ア王
万
円

円
円円

万
円 円 万円 万円

万
円仁竺]一 亡三竺l

(性質別) 億
三
、
五
二

り
ま
し
た
。

六
億
四
、
九

ま
す
。

全
体
に
占
め
る
割
合
は
、
四
四

・

六
パ

ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
お
り

歳
出
は
、
前
年
度
と
比
べ
て

二
万
円
の
減
と
な

て
お
り
、
災
害
復
旧
事
業
費
を

O

25億� 3，625万円� 63年

31億� 7，559万円 元年�  歳

39億� 3，169万円� 2年

り
、
建
物
を
建
て
た
り
す
る
普

通
建
設
事
業
費
が
、

一
七
億

一
、

五
六
九
万
円
で
、
歳
出
全
体
の

三
七
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め

て
み
る
と
、
道
路
を
改
修
し
た

歳
出
の
内
容
を
性
質
別
に
見

/戸、、同

歳

0.6% 

0.3% 

維持修繕費

投資及び

出資 ・貸付金

その他の内訳

4.0% 

3.2% 

費

金

助

出

扶

繰

積立金

費� 

16.6% 

普通建設事業費� 

仲

T，a』'人

出

WJ 

37.6% 

2ι，ユド公c 民
衛生

水
産 土 豆災長2f量 公

債

43億� 9，413万円� 3年ー� 

出� 
52億� 1，358万円� 4 年� 

45億� 6，456万円� 5年� 

回

MUS04
テキストボックス
町が使ったお金は45億6456万円
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年末特別 の実施 ト11月~日 ~30 日
 |

十
二
月
二
十
六
日 
1

三
十
日
の
問
、
午
後
八

時
に
全
町
一
斉
に
サ
イ

レ
ン
を
鳴
ら
し
、
警
戒

に
あ
た
り
ま
す
。

消
防
団
は
、
火
災
多

発
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
各

地
域
で
巡
察
を
行
い
、

町
内
か
ら
火
災
を
発
生

さ
せ
て
は
な
ら
な
い
た

め
の
警
戒
体
制
に
入
り

ま
す
。

火
災
は
、
社
会
的
損

失
が
大
き
い
ば
か
り
か
、

人
の
命
に
か
か
わ
る
こ

と
で
す
。
も
し
も
、
あ

な
た
の
家
が
火
元
と
な

れ
ば
、
隣
近
所
に
多
大

な
迷
惑
が
か
か
り
ま
す
。

毎
日
そ
の
場
、
そ
の

場
で
火
を
出
さ
な
い
注

意
が
肝
心
で
す
。

そ
の
注
意
は
、
そ
れ

ほ
ど
む
ず
か
し
い
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
火
を
防
ぐ
の
は
あ
な

た
で
す
」

ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

平成5年の建物火災

の出火原因をみると，

最も多いのがコン口。

次いでタバコ，放火が

多く ，放火や放火の疑

いを除くほとんどの火

災は，火の不始末や不

注意から起こ っている

ことがわかります。

.建物火災の主な出火原因別件数

(平成 5年中)

総数� 33.608

(単位:件)

火事の原因は，ほとんどが‘火

の不始末から。私たちの毎日の

行動の中に，思わぬ火種がひそ

んでいるものです。火事からわ

が家を守るために，ご家族の一

人ひとりが注意すべき，代表的

な事例をあげ‘てみました。日々

の防火の指針としてご利用くだ

さい。

ふ
だ
ん
の
行
動
に
思
わ
ぬ
火
種 

t.::~~を 
1.018 

揚げ.物中に電話，

そのときコンロの火は?

寝タバコが習慣に

なっていませんか?

出火原因で断然多いのは，揚げ

物中にその場を離れたり，調理

終了後に火を消し忘れ。調理中

の電話や来客は，まず火を消し

でから。

疲れていたり ，お酒を飲んだあ

との寝タバコは，火の始末がル

ーズになりがちで大変危険。

枕元では絶対タバコを吸わない

習慣を。

知らないうちに火遊びの

原因，与えていませんか?

子供の手の届 くところに，マッ

チやライターが無造作に置かれ

ストーブの取り扱い，

いつも注意していますか?

火をつけたままの給油による火

、』

、ー

ていませんか。こんな不注意が，

火遊びの原因をつくります。

災，近づき過ぎによる衣服への

着火がお年寄りに目立っていま

す。慣れたストーブにも油断は

禁物。

回

MUS04
テキストボックス
年末特別警戒の実施　　12月26日～30日

MUS04
テキストボックス
家族ぐつみで火災予防
ふだんの行動に思わぬ火種
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スタンプ

MUS04
スタンプ



交
通
安
全
に
功
労
ノ


償
却
資
産
の

由 
生
白 

を

/

l

L

11月から� 4か所の駐在所にフ ァクシミリ� (FAX)
-日時  12月26日(月)

が設置されました。
午前9時から午後4時まで 皆様から駐在所への情報などの連絡用としてご

-場 所 小松島中央会館 利用ください。お待ちしております。

事件・事故 ・急用の際は，� 1 1 0番して くださ

近
藤
茂
明
さ
ん 
(山
西 
)

県

知

事

表

彰

受

賞

滝
口
良

一
さ
ん
(
生
名
) 

使用できませんのでよろしくお願いいたします。� 

※� FAX番号は 勝浦町横瀬駐在所� 2 -2049 

勝浦町坂本駐在所� 2 -4018 

上勝町高鉾駐在所� 5-001l 

上勝町福原駐在所� 6 -0024 

は
必
要
経
費
に
算
入
さ
れ
る
も
の

で，いずれも従来の電話番号と同じです。

償
却
資
産
の
所
有
者
は
、
毎
年

一
月

一
日
現
在
に
所
有
す
る
償
却

資
産
に
つ
い
て
、
町
長
に
申
告
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

償
却
資
産
と
は
、
土
地
及
び
家

屋
以
外
の
事
業
の
た
め
に
使
用
す

る
資
産
(
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
、
ボ
イ

ラ
ー
、
コ
ン
バ
イ
ン
、
ユ
ン
ボ
、

農
耕
用
機
械
等
)
で
、
減
価
償
却

費
が
所
得
の
計
算
上
、
損
金
ま
た

H H事件・事故・急用の際は， 1 1 0番を� ・・

で
す
。

九
月
二
十
九
日
、
徳
島
県
交
通
安

打

全
フ

ェ
ア
に
お
い
て
、
交
通
安
全
功

-
-
u

日
一
労
者
表
彰
が
あ
り
、
本
町
か
ら
近
藤

吉

茂
明
さ
ん
(山
西
)
と
滝
口
良

一
さ
ん

藤 

(生
名
)
に
、
徳
島
県
交
通
安
全
対

近

策
協
議
会
会
長
、
園
藤
寿
穂
徳
島
県

滝口良一氏

知
事
か
ら
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
お
二
人
は
、
交
通
安
全
に
深

い
ご
理
解
と
多
年
に
わ
た
る
交
通
安

全
思
想
の
普
及
高
揚
に
献
身
的
に
努

力
を
さ
れ
、
立
哨
指
導
等
交
通
事
故

防
止
に
多
大
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。

年
末
年
始
の
交
通
安
全
運
動


ゆずり合う心がかよう

阿波の道

ロ
月
間
日
か
ら

1
月
間
日
ま
で

年
末
年
始
は
、
交
通
量

の
増
加
や
気
ぜ
わ
し
さ
も

加
わ

っ
て
、
交
通
事
故
の

多
発
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

町
民

一
人
ひ
と
り
が
正

し
い
交
通
ル 
l
ル
を
守
り
、

交
通
事
故
の
な
い
明
る
い

新
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

警察官が不在の時がありますので，お急ぎの時

には� FAXを利用しないようお願いいたします。

また，許可申請・届け出等 『公文書』としては

交通事故相談日
駐在所にファクシミリ設置f 

-相談員 新井

A シートベル ト体験学習会

交通事故のご相談は相談センターヘ� (無料)

淳

-
安
全
運
動
の
期
間

平
成
六
年
十
二
月
十
日
か
ら
平
成

七
年

一
月
十
日
ま
で

-
重
点
目
標

l

一
、
シ 

卜
ベ
ル
ト
の
正
し
い
着
用

の
推
進

二
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

一二
、
無
謀
運
転
の
追
放 

社団法人 日本損害保険協会 徳島市西船場町1-14

徳島自動車保険請求相談センター 明治生命徳島ピJレ6階

電話(0886)22-5279

。電話のご相談もお受けします。

所
得
税
及
び
住
民
税
等
を
申
告

す
る
場
合
に
、
必
要
経
費
に
計
上

す
る
資
産
は
、
償
却
資
産
と
し
て

申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

減
価
償
却
費
を
必
要
経
費
に
算

入
す
る
方
は
、
償
却
資
産
申
告
書

を
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
内
容
は
、
償
却
資
産
の
所

在
、
種
類
、
数
量
、
取
得
価
格
、

耐
周
年
数
、
取
得
年
月
な
ど
で
す
。

申
告
用
紙
は
、
町
役
場
税
務
保

険
課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

平
成
七
年

一
月
一一
干

一
日

ωま
で

期
日
ま
で
に
必
ず
申
告
し
て
く

-専門の相談員が親身になってご相談に応じます。

・相談日 月曜から金曜午前� 9時30分~午後� 4時40分

・弁護士相談日 毎月第� 1・3水曜日 午後 1 時~4 時 

〈申
告
期
限
〉

だ
さ
い
。

国

MUS04
テキストボックス
交通安全に功労

MUS04
テキストボックス
償却資産の申告を

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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美しL、勝浦川の四季の写真・絵画
募集�  (ラブいー推進事業)

よく、訪れて いまち-阿波勝浦」

12月あき缶回収日程表

回収日 地 区 場 所

第

月
曜

日

(5日)

石原

沼江�  

掛谷

山西

中角

桜 建 圭aF又L 事 手先 所

Y召 江 集� dzkz 所

桂ト '小口一 集 ぷzλz 所 日Ij

勝浦郡農協生比奈支所裏� (試験場上り口)

農 キす 婦 人 の 家� 

馬越ゴミフェンス横

第

月
曜
日� 

(12日)

今山

黒 岩

星谷

中 山� 

今山橋北詰ゴミフ ェ ンス横

中央橋北詰 勝浦会館前

川 口氏宅の貯蔵庫前

t自 防 圭ロロ士 所 横

第

月

曜

日
(19日)

生名

久国

棚� l 野

東 中本 庵

島 旦 腐 屋 さ ん 前

久 国 集 乙z入z 所 裏

河 川 敷ゲートボール場横

パチンコ庖前道路南側 �  

大 井� t匿 石率 の 前

第

四

月

曜� 

日

(26日)

横瀬

与川内

坂本

前� }II 集� dZLZ 所

日券 浦郡 農 ↑品 本 所

広� i頼 宅 東

小 倉 新平宅前 三 文路

|日 農 協� RifF t也
勝浦郡農協与川内出張所�  

勝浦郡農協坂本事業所横

消 防 至ロ士ロ 所 横� 

緑
深
き
四
方
の
山
々
、
そ
の
山
々
を
黄
金
色
に
そ
め
る
み
か
ん
畑

や
田
園
、
そ
の
中
央
を
ゆ
る
や
か
に
流
れ
る
勝
浦
川
。
こ
れ
ら
の
自

県
立
職
業
訓
練
校
訓
練
生
募
集

然
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
勝
浦
の
宝
で
す
。

(
中
卒
以
上

・
高
卒
以
上
対
象
) 

「
勝
浦
川
を
町
の
宝
に
」
と
す
る
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
勝
浦

町
で
は
、
十

一
月
十
三
日、

星
谷
運
動
公
園
に
お
い
て
ラ
ブ
リ
パ 

県
立
職
業
訓
練
校
(
徳
島
・鳴
門
・

高
卒
以
上
対
象

推
進
事
業
「
水
辺
教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

阿
南

・
鴨
島
・
池
田 
)
が
、
来
年
四

・
徳
島
電
子
機
器
科

月
入
校
の
養
成
コ
ー
ス
の
訓
練
生
を

-
阿
南
自
動
車
整
備
科

こ
の
教
室
に
お
い
て
、
勝
浦
川
の
四
季
の
写
真

・
絵
画
の
募
集
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

・
鴨
島
電
気
工
事
科

し
た
と
こ
ろ
、
た
く
さ
ん
の
方
か
ら
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。
来

{
募
集
訓
練
科 

中
卒
以
上
対
象

{
申
し
込
み
}
来
年
1
月
間
日
制
ま

年
、
町
誕
生
四
十
周
年
を
迎
え
る
勝
浦
で
は
、
勝
浦
川
を
愛
す
る
方

・
徳
島
溶
接
科
、
ア
パ
レ
ル
技
術

で
に
入
校
志
望
の
県
立
職
業
訓
練
校

々
の
作
品
を
集
め
、
写
真

・
絵
画
展
を
計
画
し
て
い
ま
す
の
で
、
町

科
、
設
備
施
工
科
、
理
容
科
、
美
容
科

ま
た
は
各
公
共
職
業
安
定
所
へ

民
多
数
の
方
か
ら
の
応
募
を
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

・
鳴
門
機
械
科
、
塗
装
科 

{
入
校
試
験
}
来
年
2
月
2
日
肘

〈写
真
・
絵
画
募
集
要
領
〉

-

写

真

カ

ラ 

版
、
四
ツ
切
り
以
上

-
絵
画

-
阿
南
建
築
科

く
わ
し
く
は
、
入
校
志
望
の
県
立

・
締
切
日
平
成
七
年
十
月
末
日 

・
鴨

島

建

築

科 

職
業
訓
練
校
、
も
よ
り
の
公
共
職
業


-
賞

品

参

加

賞

、

優

秀

作

品

に

は

賞

品

-
池
田
自
動
車
整
備
科
、

ハ
ウ
ジ

安
定
所
、
県
労
政
訓
練
課
(
宮
⑫

|
 

・
問
い
合
わ
せ
ば
、
役
場
環
境
衛
生
課
ま
で
。

ジ
ン
グ
科 

2
3
4
6
)

へ

今
年
は
、
町
内
全
地
区
に
お
い
て
、

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
廃
棄
物
の
再
利
用
、

廃
棄
物
減
量
化
推
進
委
員
さ
ん
と
ボ
ラ

資
源
化
が
大
幅
に
推
進
さ
れ
ま
し
た
。

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
み
な
さ
ん
に
ア

今
月
の
回
収
日
は
、
次
の
日
程
表
の

ル
ミ
缶
、
ス
チ
ー
ル
缶
の
完
全
分
別
の

と
お
り
と
な

っ
て
い
ま
す
。

不用犬の買い上げ日
犬の放し飼いはやめましょう。� 

12月� 7自体)� 
12月14日切。� 

※12月14日(樹は今年の不用

犬買い上げ日の最終日 と

なります。

廃
棄
物
の
再
利
用
・
資
源
化


ロ
月
の
ア
ル
ミ
缶
・
ス
チ
ー
ル
缶
の
回
収
日

ゴ
ミ
焼
却
業
務
休
業
の
ご
案
内
〆

十
二
月
三
十
一
日
か
ら
一
月
三
日
ま
で
の
四

日
間
、
年
末
年
始
の
た
め
休
業
い
た
し
ま
す
。

休
業
期
間
中
は
、
フ
ェ
ン
ス
に
ゴ
ミ
を
出
さ
な

年
末
は
ゴ
ミ
が
集
中
し
な
い
よ
う
計
画
を
立

て
、
ご
み
収
集
業
務
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

い
で
く
だ
さ
い
。

固

MUS04
テキストボックス
美しい勝浦川の四季の写真絵画募集
（ラブリバー推進事業）
住んでよく訪れてよいまち　阿南勝浦

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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ゅ
う

ぺ
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人
権
に

つ
い
て
考
え
る


私
は
、

人
権
に
つ
い
て
考
え
て
見

一
番
、
私
が

一
生
消
す
こ
と
の
で

た
。

き
な
い
、
い
じ
め
に
あ

っ
た
の
は
、

い
じ
め
は
な
ぜ
、

お
き
る
の
だ
ろ

五
年
生
の
時
だ

っ
た
。

う
か
。

音
楽
の
時
間
が
終
わ

っ
た
直
後
に
、

私
も
、
い
じ
め
に
あ
っ
た
こ
と
が

あ
る
女
の
子
の
笛
が
な
く
な

っ
て
し

あ
る
。
小
学
校
に
入
学
し
た
年
、

エ

ま
い
、
担
任
の
先
生
は
、
そ
く
、
犯

ン
ピ
ツ
の
し
ん
で
目
を
さ
さ
れ
そ
う

人
調
べ
を
し
た
。

に
な

っ
た
り
、
後
ろ
か
ら
つ
き
と
ば

「
大
演
さ
ん
で
し
ょ
う
己

さ
れ
た
り
、

「
大
漬
さ
ん
が
、
か
く
し
た
の
ね
己

「
チ
ビ
。
チ
ピ
。
」

あ
ま
り
の
、
激
怒
し
た
先
生
の
顔


と
、
か
ら
か
わ
れ
た
り
し
た
。

が
恐
ろ
し
く
て
、


そ
し
て
、

三
年
生
の
時
な
ど
は
、

「
ち
が
い
ま
す
。
ち
が
い
ま
す
己


体
育
の
苦
手
な
私
に
、

と
、
小
さ
な
声
で
し
か
、
答
え
ら
れ


「
あ
な
た
が
来
る
と
負
け
る
か
ら
、

ま
せ
ん
で
し
た
。


『
ド

ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
』
に
は
こ
な

そ
し
て
私
が
、
笛
を
か
く
し
た
犯


い
で
ね
叫

人
に
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ


な
ど
と
、
い
つ
も
、
人
の
欠
点
を
、

か
ら
と
い
う
も
の
、
物
が
な
く
な
る

お
も
し
ろ
半
分
に
、
笑
い
な
が
ら
け

た
び
、
い
た
ず
ら
が
あ
る
た
び
に
、

な
す
の
で
し
た
。

私
に
強
い
視
線
。
皆
か
ら
、
犯
人
扱

い
で
す
。

な
ぜ
、
私
で
は
な
い
の
に
、
と
強

く
心
に
さ
け
び
、
訴
え
ま
し
た
が
、

だ
れ

一
人
信
じ
て
は
く
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
広
い
教
室
の
中
で
、

一
人
ぼ

っ
ち
。
遠
足
の
グ
ル
ー
プ
決
め
の
時

は
、
み
ん
な
が
私
を
さ
け
、
友
達
の

い
な
い
自
分
に
、
寂
し
く
て
、
悲
し

く
て
、
む
な
し
く
て
涙
が
と
め
ど
な

く
流
れ
、
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
へ
の
い
や
が
ら
せ
だ
。
他
に
、
私

に
罪
を
な
す
り
つ
け
て
い
る
人
が
、

こ
の
教
室
の
中
に
い
る
の
に
、
ど
う

し
て
、
だ
れ
も
探
そ
う
と
し
な
い
の

だ
ろ
う
。
先
生
、
お
願
い
だ
か
ら
真

犯
人
を
探
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
ん
な
日
が
続
く
中
で
、
私
は
恐

怖
感
を
敏
感
に
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、

夜
眠
れ
な
い
日
が
あ

っ
た
り
、
物
音

に
ピ
ク
ビ
ク
し
た
り
、
食
欲
が
な
く

な
り
、
身
長
も
体
重
も
あ
ま
り
伸
び

ず
増
え
な
く
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
ば
か
り
か
、
頭
の
中
に
は
、

円
形
脱
毛
症
み
た
い
な
は
げ
が
、
納

豆
の
よ
う
に
、
ぽ
つ
ぽ
つ
と
広
が
り
、

風
邪
も
あ
ま
り
ひ
か
な
か

っ
た
体
が
、

風
邪
を
引
き
や
す
く
な
り
、
病
院
へ

い
く
と
、

「
自
家
中
毒
症
で
す
己

と
、
言
わ
れ
ま
し
た
。
母
は
そ
ん
な

私
の
健
康
を
心
配
し
て
、
学
校
の
先

生
に
は
、
た
び
た
び
、
自
分
の
娘
が
、

そ
ん
な
こ
と
を
す
る
子
供
で
は
な
い

と
、
強
く
訴
え
て
い
た
よ
う
で
す
。 

手
術
を
受
け
て
、
退
院
し
て
き
た
ば

か
り
の
母
も
体
に
こ
た
え
て
、
と
て

も
つ
ら
そ
う
で
し
た
。

そ
し
て
六
年
生
に
な
り
、
「
心
新
た

に
出
発
」
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
、

「
学
校
を
休
ん
だ
ら
罪
を
認
め
た
こ
と

に
な
る
、
そ
れ
だ
け
は
絶
対
に
い
や

だ
己
信
じ
て
く
れ
て
い
る
両
親
と
弟

に
、
あ
た
た
か
く
身
守
ら
れ
て
の
生

活
で
し
た
。

し
か
し
、
真
犯
人
を
ま
だ
探
す
気

配
は
な
く
、
い
つ
の
日
か
、
私
に
犯

人
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
を
つ
け
た
ま
ま
、

時
は
す
、
ぎ
て
行
く
の
で
し
た
。
何
を

し
て
い
て
も
、
こ
の
事
が
頭
か
ら
は

な
れ
る
こ
と
な
く
、
成
績
も
下
が
り
、

た
だ
早
く

一
日
が
過
ぎ
て
い
く
の
を

見
送
る
毎
日
で
し
た
。

ペ
ン
シ
ル
が
な
く
な
る
。

エ
プ
ロ

ン
が
な
く
な
る
。
サ
イ
フ
が
な
く
な

る
。
先
生
の
机
の
中
に
御
飯
が
入

つ

げ

た

で
い
る
。
下
駄
箱
の
く
つ
が
あ
ら
さ

れ
る
。

い
た
ず
ら
は
エ
ス
カ
レ
ー
ト

す
る
ば
か
り
で
す
。
も
う
い
や
。
私

は
本
当
に
心
の
奥
底
か
ら
怒
り
を
感

じ
ま
し
た
。
先
生
が
あ
ま
り
の
い
た

ず
ら
の
す
ご
さ
に
、
や

っ
と
重
い
こ

し
を
あ
げ
は
じ
め
、
真
犯
人
探
し
を

始
め
ま
し
た
。

そ
し
て
、
六
年
生
の
三
学
期
。
真

犯
人
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
長
い
一

年
間
で
し
た
。
小
学
校
を
卒
業
す
る

前
に
見
つ
か

っ
て
よ
か
っ
た
。

こ

れ
で
私
は
長
い
間
の
鎖
か
ら
ほ
ど
か

'¥ 

れ
、
針
の
む
し
ろ
か
ら
解
放
さ
れ
る

の
だ
。
本
当
に
う
れ
し
く
て
、
う
れ

し
く
て
、
顔
中
が
涙
で
あ
ふ
れ
、
何

も
見
え
な
く
な
り
ま
し
た
。

母
は
、
口
ぐ
せ
に
言
い
ま
し
た
。

「
自
分
の
子
供
が
、
良
い
子
供
だ
と

は
思

っ
て
も
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、
人

の
物
を
ぬ
す
む
よ
う
な
子
供
に
育
て

て
お
り
ま
せ
ん
己

と
、

い
つ
・
も
信
じ
て
い
て
く
れ
で
あ

り
が
と
う
。
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、

弟
よ
・:
。
こ
の
家
に
生
ま
れ
て
良
か

っ
た
。
家
族
に
、
最
後
ま
で
信
じ
て

も
ら
え
て
よ
か

っ
た
。

背
が
低
い
。
目
や
耳
が
悪
い
。
そ


の
よ
う
な
事
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
で


あ

っ
て
、
人
聞
が
努
力
し
た
か
ら
と


い
っ
て
、
ど
う
な
る
も
の
で
も
な
い
。


そ
ん
な
事
を
、
お
も
し
ろ
半
分
に
人


の
心
を
傷
つ
け
て
は
い
け
な
い
。
二


度
と
私
の
よ
う
な
、
不
幸
な
経
験
を


す
る
人
が
い
て
は
い
け
な
い
と
、
い


じ
め
を
な
く
し
て
ほ
し
い
と
、
世
界


中
の
空
の
上
か
ら
さ
け
び
、
訴
え
て


い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ


な
経
験
を
得
て
、 

私
は
、
少
々
で


す
が
他
人
を
思
い
や
る
気
持
ち
、


偏
見
を
も

っ
て
人
を
見
て
は
い
け
な


い
こ
と
、
自
分
に
厳
し
く
、
人
に
は


優
し
く
な
れ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
 

(全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス

ト
入
賞
作
文
集
か
ら
)

A
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四争4・
陶 3玄 展

勝浦会館で行つでいる

陶芸教室の皆様の力作を

展示します。

日時 12月 15 日 ~1 月 16 日

午前 9時30分~

午後 5時

場所勝浦町図書館  2階

A 黒谷川遺跡発掘現場

史
跡
探
訪
報
告

(読
振
協
主
催 
)

十

一
月
四
日
、
秋
晴
れ
の
爽
や
か

な

一
日
、

一
行
十
五
名
の
会
員
は
、

山
本
会
長
の
先
達
に
よ
り
板
野
町
黒

谷
川
遺
跡
発
掘
現
場
と
埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー
の
見
学
に
、
親
睦
と
勉
強

を
兼
ね
て
出
発
し
た
。

黒
谷
川
遺
跡
は
板
野
高
校
の
西
、

五
百
メ
ー
ト
ル
位
の
橋
の
下
で
作

業
員
二
十
名
程
で
州
水
を
せ
き
止
め
、

川
底
に
ビ
ニ
ー
ル
志
敷
き
つ
め
、

三

セ
ン
チ
か
ら
五
セ
ン
チ
程
度
の
深
さ 

に
段
々
と
掘
り
下
げ
て
い
る
。
(
そ
の

間
少
し
の
土
の
色
に
も
細
心
の
注
意

を
払

つ
て
の
作
業
)
土
の
色
に
よ

っ

て
刻
々
変
化
す
る
時
代
を
割
り
出
し
、

ま
た
柱
の
跡
を
確
認
し
、
更
に
柱
と

柱
を
読
ん
で
当
時
の
住
居
を
確
認
し

てい 

γく
。
ま
た
、
そ
こ
か
ら
出
土
さ

れ
る
土
器
に
よ
り
、
当
時
の
文
化
や

交
易
》
実
証
さ
れ
る
な
ど
気
の
遠
く

な
る
細
か
な
作
業
に
長
い
年
月
の
重

さ
が
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
と
り

わ
け
黒
谷
川
遺
跡
は
、
弥
生
時
代
の

南
側
に
ひ
さ
し
の
あ
る
住
居
や
、
大
阪
、

香
川
等
に
出
土
さ
れ
て
い
る
土
器
な

ど
か
ら
旧
吉
野
川
を
利
用
し
て
大
阪
、

香
川
県
な
ど
と
交
易
が
行
わ
れ
て
い

た
と
想
像
さ
れ
、
原
始
時
代
の
苦
労

の
跡
が
し
の
ば
れ
る
。
そ
れ
に
し
て
も

黒
谷
川
の
川
底
で
の
作
業
の
た
め
、

雨
が
降
る
度
に
土
砂
が
推
積
し
、
そ

れ
を
取
り
の
ぞ
い
て
の
作
業
に
、

つ

く
づ
く
ご
苦
労
さ
ん
と
ね
、
ぎ
ら
い
の

言
葉
が
口
に
出
る
。

畳
食
後
、
鳴
門
の
恰
美
術
館
に
、

原
菊
太
郎
元
徳
島
県
知
事
の
遺
作
愛

蔵
品
を
見
学
に
行

っ
た
。
豪
放
と
思

わ
れ
た
原
知
事
の
小
さ
な
文
字

(二

ミ
リ
四
方
)
で
ぎ

っ
し
り
詰

っ
た
手

帳
の
中
に
は
、
英
語
で
あ
ろ
う
横
文

字
が
何
頁
に
も
メ
モ
さ
れ
、
語
学
の

堪
能
に
驚
か
さ
れ
る
。
知
事
時
代
、

高
校
の
英
語
教
師
に
つ
い
て
夜
は
勉

学
に
い
そ
し
ん
だ
と
い
う
が
、
さ
も

あ
り
な
ん
と
感
慨
し
き
り
。
漁
具
類

を
画
い
た
絵
が
あ
り
、
鯛
な
ど
も
そ

れ
ぞ
れ
人
相
な
ら
ぬ
魚
相
が
異
な
り
、

鳴
門
の
漁
師
が
そ
の
絵
を
見
て
驚
た

ん
し
た
と
い
う
。
そ
の
中
に
ぼ
ん
や

り
と
い
か
が
画
か
れ
て
い
る
が
、
な

か
ば
透
明
な
感
さ
え
す
る
。

い
か
が

目
だ
け
黒
々
と
画
か
れ
て
い
る
の
も

ほ
ほ
え
ま
し
い
。

愛
蔵
品
は
掛
軸
、
茶
道
具
で
あ
り
、

利
休
三
代
目
の
な
つ
固
な
ど
知
事
の

高
尚
な
人
柄
に
思
わ
ず
頭
が
さ
が
る
。

窓
の
外
に
は
、
明
る
い
畳
さ
が
り
の

陽
光
を
受
け
、
き
ら
き
ら
光
り
輝
く

鳴
門
の
渦
潮
、
そ
の
中
に
、
墨
絵
の

如
く
浮
か
ぶ
漁
船
が
緑
濃
き
松
の
小

枝
越
し
に
見
え
か
く
れ
す
る
。
戦
後

の
混
乱
期
、
県
政
に
身
を
捧
げ
た
偉

人
も
、
残
後
四
十
年
に
な
ろ
う
と
し

て
い
る
。
そ
し
て
争
乱
に
明
け
暮
れ

る
現
在
の
政
界
を
想
う
と
き
、

一
沫

企恰美術館

み
ノ
ふ二 

1
A

お
知
ら
せ

年
末
貸
出
に
つ
い
て

二
十
八
日
か
ら

一
月
四
日
ま
で
、

/

i

f

-E 

だ
け
で
あ
ろ
う
か
?

つ
り
ス
マ
ス

ご
利
用
く
だ
さ
い
)

-
新
着 

し
こ
の
夜

た
の
し
い
ク
リ
ス
マ
ス

ハ
ッ
ピ
ー (

C
D

Kγ
ソ

ν
U
H

休
館
に
な
り
ま
す
。
図
書

・
ビ
デ
オ

最
近
、
返
却
が
遅
れ
、
ぎ
み
な
の
で

期
限
内
に
返
却
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
ビ
デ
オ
は
か
な
ら
ず
巻
き

も
ど
し
て
か
ら
お
返
し
く
だ
さ
い
。

貴

行

事

と

休

館

日

女
陶
芸
展 

図
書
館

2
階

日
日 
1
1
月
凶
目

安
映
画
会

今
月
は
お
や
す
み
し
ま
す
。

女
県
立
図
書
館
協
力
巡
回
日

f

、必，

  

p-
じ

き
よ
し
こ
の
夜

1
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル

-
フ
ァ
ミ
リ
ー

・
ク
リ
ス
マ
ス

ク
リ
ス
マ
ス

の
淋
し
さ
を
感
じ
る
の
は
、

の
貸
出
し
は
、

二
十
七
日
ま
で
で
す
。 

図
書

1
二
週
間 

-e
 

ビ
デ
オ

・ 

P

O O

C
D
l
一
週
間

メ
リ 
l

他
、
星
降
る
夜
の
ク
リ
ス
マ
ス

二
十
三
巻

、、，、

7
日 

-
目

A クリスマスソングの新着 CD

m

安
休
館
日 

(月
曜
日

・
年
末

・
年
始 
) 

5
日

・
ロ
日
・

日
日 

-m日

お
日 

-m日
・
初
日
・
白
日

1
月 
1
日
・ 

2
日
・ 

3
日

国

MUS04
テキストボックス
図書館だより

MUS04
テキストボックス
陶芸展

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ



定》

ミジ

念
品
  
@
m
u
盛


選

、〆".-
季実験y

~、

f-¥打
ち
寄
せ
て
返
す
浜
辺
の
水
の
ご
と

ゴ
ル
フ
場
内
の
人
波
流
る

沼

江

斎

藤

重

子

見
る
ほ
ど
に
芸
術
的
な
巧
み
さ
に
咲

き
盛
り
い
る
ば
ん
じ
よ
う
の
花

棚

野

幸

山

美

好

育
て
来
し
孫
そ
れ
ぞ
れ
に
成
人
し
古

稀
な
る
吾
の
支
え
と
な
り
ぬ

横

瀬

林

と

み

え

秋
し
ぐ
れ
の
川
辺
に
一
羽
白
鷺
の
首

か
し
げ
立
つ
姿
さ
び
し
き

棚

野

平

岡

和

一

朝
早
く
飛
び
た
つ
子
ツ
バ
メ
幾
た
び

も
育
ち
し
巣
へ
と
還
り
く
る
な
り

棚

野

北

島

ア

サ

ノ

友
は
み
な
名
前
変
わ
れ
る
同
窓
の
集

い
に
吾
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
告
ぐ

横

瀬

田

中

久

子

炎
天
の
頃
よ
り
奮
の
用
意
し
て
深
ま

る
秋
に
山
茶
花
の
咲
く

中

山

栗

城

絹

先
頭
を
切
り
て
遣
れ
る
子
の
リ
レ
ー

は
タ
ッ
チ
直
前
に
脱
げ
た
靴
は
く

中

山

谷

尻

松

雄

八
百
年
の
樹
齢
保
て
る
銀
杏
樹
が
止

み
な
く
落
果
し
異
臭
を
放
つ

棚

野

田

中

茂

子

敬
老
会
の
町
の
催
し
盛
大
に
彩
る
舞

台
を
う
つ
つ
で
眺
む

横

瀬

錦

内

常

一

続
け
れ
ば
そ
の
甲
斐
あ
る
と
言
い
く

れ
し
蜜
柑
取
る
声
は
ず
み
で
聞
こ
ゆ

中

角

岡

本

ハ

ツ

ヱ

さ
ぼ
り
し
を
鞭
打
つ
ご
と
く
蜜
柑
園

は
日
ご
と
濃
さ
増
す
サ
ピ
ダ
ニ
の
勢

い

与

川

内

阿

部

ヨ

リ

エ

黄
金
田
を
囲
む
真
朱
よ
憂
珠
沙
華
看

病
の
日
々
ひ
と
時
忘
る

中

角

福

山

久
江

日
々
の
花
色
増
し
ゆ
き
て
さ
わ
や
か

に
命
長
か
れ
幸
の
く
る
ご
と

棚

野

英

〈注〉

こ
の
「
か
つ
う
ら
歌
壇
」
は


短
歌
専
門
誌
の
歌
壇
と
は
ち
が
い
、


広
報
紙
と
し
て
町
民
の
投
稿
作
品
を


掲
載
す
る
も
の
で
す
か
ら
、
専
門
の


む
つ
か
し
い
選
や
批
評
は
避
け
、
町


民
の
誰
も
が
た
の
し
く
読
め
、
み
ん


な
が
投
稿
で
き
る
よ
う
努
め
て
お
り


ま
す
の
で
、
ふ
る

っ
て
ご
投
稿
く
だ


さ
い
。

(
松
並
)


⑧
⑨
⑨
⑧
⑧
⑧


横

瀬

中

田

ヤ

ス

エ

二

四
五
八
三


十
二
月
五
日
締
切
り
川
柳

一
人

一
旬


平
成
七
年
一
月
五
日
締
切
り


俳
句

一
人
二
句

宛

先


T
E
L

見

ま
だ
俺
も
と
思
う
日
も
あ
る
六
十
歳

松

並

武

夫

鏡
の
前
に
ポ
ー
ズ
し
て
お
り

棚

野

島

つ

と

む

疑
え
ば
す
べ
て
の
動
作
そ
れ
と
見
ゆ

喜
劇
と
も
思
う
悲
劇
と
も
思
う

棚

野

殿

川

早

苗

め
く
る
め
く
渓
の
深
さ
よ
祖
谷
街
道

は
小
便
小
僧
の
下
に
虹
た
つ

横

瀬

日

下

克

子

〈評〉

祖
谷
の
深
い
渓
底
を
見
下
ろ

す
崖
に
立
つ
小
便
小
僧
は
、
祖
谷
街
道

の
名
物
の

一
つ
に
な
っ
て
い
る
。
そ

の
小
便
小
僧
の
は
る
か
下
方
に
虹
を

見
つ
け
た
作
者
。
秋
の
時
雨
で
小
さ

な
虹
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

「
め
く
る
め
く
」
と
は
目
が
く
ら
む

と
い
う
意
味
。
い
い
歌
だ
。

売
れ
残
り
し
金
魚
た
く
み
に
た
も
を

よ
け
秋
の
祭
り
も
終
り
と
な
り
ぬ

横

瀬

谷

吉

蔵

〈
評
〉
こ
の
頃
の
秋
祭
り
は
昔
ほ
ど

賑
や
か
で
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

そ
れ
で
も
庖
が
出
て
金
魚
す
く
い
や

た
こ
焼
き
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
も
あ

る
。
ポ
リ
の
水
槽
の
中
で
、
売
れ
残
っ

た
金
魚
が
タ
モ
を
巧
み
に
避
け
て
逃

げ
る
。
そ
し
て
今
年
の
秋
祭
り
も
も

う
終
ろ
う
と
し
て
い
る
。

み

父
に
つ
き
勤
行
す
る
子
の
声
透
る
御

寺
に
萩
の
咲
き
こ
ぼ
れ
お
り

横

瀬

中

田

ヤ

ス

エ

〈評
〉
萩
の
咲
く
頃
の
季
節
は
仏
事

が
多
い
。
こ
の
お
寺
で
も
い
ま
勤
行

が
始
ま
っ
て
い
る
。
「
父
に
つ
き
」

だ
か
ら
寺
の
住
職
と
そ
の
子
坊
主
さ

ん
で
あ
ろ
う
。
小
さ
な
ク
リ
ク
リ
し

た
頭
に
若
い
声
が
よ
く
透
る
。
萩
の

咲
く
静
か
な
お
寺
の
、
美
し
い
た
た

ず
ま
い
が
描
き
出
さ
れ
た
。つ

い

だ

に

秋
風
の
吹
き
は
じ
め
た
る
都
井
谷
の

峰
を
仰
げ
ば
色
づ
き
い
た
り

棚

野

谷

新

太

郎

〈評
〉
「
都
井
谷
」
と
は
、
た
し
か
棚

野
の
鶴
山
に
面
し
た
と
こ
ろ
で
あ

っ

た
と
思
う
。
北
向
き
の
こ
の
山
に
秋

の
風
が
吹
き
は
じ
め
る
と
、
木
々
が

色
づ
い
て
き
た
こ
と
を
知
る
作
者
。

美
し
い
自
然
の
移
り
変
り
に
感
動
す

る
心
の
余
裕
を
も
っ
。
「
都
井
谷
」
と

い
う
地
名
が
よ
く
効
い
た
。

誕
生
日
に
娘
よ
り
贈
ら
れ
し
ブ
ラ
ウ

ス
の
少
し
派
手
め
を
胸
張
り
て
着
る

横

瀬

桜

木

千

代

子

〈
評
〉
お
母
さ
ん
の
誕
生
日
を
忘
れ

ず
に
娘
さ
ん
が
ブ
ラ
ウ
ス
を
贈
っ
て

く
れ
た
。
少
し
派
手
か
な
と
思
っ
た

け
れ
ど
も
胸
張
っ
て
着
て
み
た
。
娘

さ
ん
は
わ
ざ
と
派
手
め
な
の
を
選
ん

だ
の
だ
ろ
う
。
お
母
さ
ん
に
少
し
で

も
若
く
あ
っ
て
欲
し
い
の
だ
。
そ
の

娘
の
気
持
ち
が
う
れ
し
い
母
親
。
だ

か
ら
「
胸
張
り
て
着
る
」
が
い
い
。

稲
刈
り
を
待
ち
い
し
ご
と
く
子
等
た

ち
は
刈
田
の
中
に
野
球
を
始
む

立

川

堀

梅

子

窓
明
く
れ
ば
風
の
入
り
く
る
わ
が
部

屋
の
畳
旬
、
え
る
新
し
き
家

横

瀬

広

安

美

枝

子

秋
の
夜
の
冷
え
の
身
に
泌
む
灯
の
下

に
足
も
つ
る
ほ
ど
描
の
す
り
寄
る

中

山

山

下

一
房
雄

来
る
た
び
に
新
語
使
い
て
孫
た
ち
は

父
母
の
こ
と
な
ど
話
し
て
く
る
る

横

瀬

平

山

美

千

江

村
じ
ゅ
う
の
水
く
れ
な
い
に
染
ま
ら

せ
て
朝
を
迎
う
る
音
色
か
す
か
に

生

名

柳

田

末

子

老
い
の
日
を
楽
に
暮
ら
せ
と
子
は
言

え
ど
今
宵
は
薪
割
り
風
呂
た
く
吾
は

棚

野

広

松

ハ

ル

ノ

年
重
ね
見
え
く
る
も
の
と
忘
る
る
も

の
言
え
ざ
る
も
の
の
目
盛
り
を
思
う

横

瀬

比

留

間

一

�

 

固

MUS04
テキストボックス
かつうら歌壇

MUS04
テキストボックス
次回作品募集

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ



、

さ


11月

四 

A 各チーム旗に固まれて選手宣醤

ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し

た
区
長
会
、
各
種
団
体
及

び
関
係
各
位
の
み
な
さ
ま

に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

ー迩勤


為主トヨI!r ...イッキ/ イッキ/

さあだれが一番早くラムネ

をのめるかな? 

......ここががまんのしどころどちらも負けるな f
綱引きは各チームともカが入る H 

十

一
月
三
日 

(文
化
の
日
)
、
恒
例
の
町
民
体
育
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

昨
年
は
国
体
開
催
の
た
め
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、

今
年
は
前
夜
の
雨
も
あ
が

っ
た
秋
晴
れ
の
中
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
盛
大
に
催
さ
れ
、
町
民
の
み
な
さ
ん
が
そ
れ

ぞ
れ
の
競
技
に
参
加
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
、
楽
し

い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
面
で
活
躍
さ

れ
た
方
に
対
し
、
勝
浦
町
長
と
教
育
委
員

会
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

3日(文化の日)

A お年寄りもワッショイ f この玉、天までとどけ/

MUS04
テキストボックス
体育大会　11月3日（文化の日）

MUS04
テキストボックス
さわやかに運動

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ



「、� 

4
開
会
式
で
は
ス
ポ
ー
ツ
に
活
躍
し
た
方
が
表
彰
さ
れ
る
�
 

ロ
�
 ド
レ
�
 
ス
大
会

中

瀬

誉

文

(

横

瀬

)

第
河
回
全
国
高
校
野
球
選
手
権
大
会

勝
浦
で
一
番
ジ
ャ
ン
ケ
ン
が

(
表
彰
さ
れ
た
方
々
、

強
い
の
は
わ
た
し
よ
/

勝
浦
町
長
表
彰

ジ
ャ
ン
ケ
ン
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

椎

野

和

幸

(

坂

本

)

の
表
彰
式

検

l

l

教
育
委
員
会
表
彰

r

大

亀

将

司

(

坂

本

)

第
臼
回
選
抜
高
校
野
球
大
会

末

広

享

子

(

坂

本

)

第
日
回
全
国
高
校
柔
道
選
手
権
大
会

渡

憲

哉

(

中

山

)

第
叩
回
全
国
選
抜
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト

大

西

日

出

人

�

 (中
角
)

第
市
回
全
国
高
校
野
球
選
手
権
大
会

h
F

敬
称
略
)

上

村

朋

子

(

掛

谷

)

平

成

6
年
度
全
国
高
校
総
体
柔
道

上

崎

貴

裕

(

坂

本

)

第
話
回
四
国
学
童
選
手
俄
水
泳
競
技
大
会

石

木

正

昭

(

横

瀬

)

平
成

6
年
度
全
国
青
年
大
会
陸
上

勝
浦
レ
デ
ィ
ー
ス

第
2
回
全
日
本
総
量
級
綱
引
選
手
権
大
会

生
比
奈
ク
ラ
ブ

第
日
回
四
国
学
童
軟
式
野
球
大
会

勝
浦
町
青
年
会
女
子
パ
レ
�
 

必
国
体
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
成
年
男
子

一部
コ
�
 
チ

細

谷

正

一

(

坂

本

)

品
国
体
軟
式
野
球
成
年

一
部
壮
年

呑

口

和

昭

(

横

瀬

)

必
国
体
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
成
年
男
子
二
部

矢

野

品

由

(

横

瀬

)

日
叩
・
�
 0
国
体
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
少
年
男
子

滝

豊

水

(

棚

野

)

/
w
p

立
回

l

N

ボ
l

l
 

平
成

6
年
度
全
国
青
年
大
会
女
子
バ
レ

ー
ボ
ー
ル

勝
浦
ク
ラ
ブ

第
6
回
四
国
壮
年
王
座
決
定
戦
軟
式
肝
敬
夫
会

...婦人会は色あざやかな

国体のハ yピをきて

踊りの被霞

ハ
ワ
イ
ア
イ
ア
ン
マ
ン
レ
l
ス
日
本
代
表

...小学生の地区対抗リレー

かわいいチビッコがんばれ y 

A 消防団も走る y

火事のときもこのスピードで消火活動お願いします。

...小学生によるあ ざやかなブラスパンド

MUS04
テキストボックス
秋晴れの1日

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ



第13固少女バレ主ボール勝浦大会
スポーツだより

A 四国大会準優勝の勝浦クラブ

l

少
年
団
連
合
会
主
催
)
が
、
十
月
二
十
三
日
(
日
)
勝
浦
中
学
校
体

六
ゾ平成� 6年10月23日(日)

第
六
回
四
国
壮
年
王
座
決
定
戦
軟
式
野
球
大
会

準
優
勝
グ

勝
浦
ク
ラ
ブ

雨
の
し
、ず
く
が
窓
に
か
か
る
十
一

月
六
日
午
前
六
時
、
全
員
起
床
/
・

み
ん
な
さ
わ
や
か
な
顔
な
の
に
、
あ

い
に
く
外
は
降
り
し
き
る
雨
。
お
ち

つ
か
な
い
朝
食
を
と

っ
た
も
の
の
、

試
合
開
始
が
二
時
間
以
上
も
遅
れ
、

勝
浦
ケ
ラ
ブ
の
準
決
勝
戦
が
始
ま

っ

た
の
は
午
後

一
時
過
ぎ
。
対
戦
相
手

は
地
元
愛
媛
県
代
表
と
な
り
、
不
安

第
十
三
回
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
勝
浦
大
会
�
 (勝
浦
郡
ス
ポ
ー
ツ

育
館
他
二
会
場
で
開
催
さ
れ
、
県
下
五
十
五
チ
�
 ム
が
参
加
し
、

l
ン
に
分
か
れ
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

h
F
熱
戦
を
繰
り
広
げ
る
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
勝
浦
大
会

が
走
る
も
、
初
回
か
ら
打
線
爆
発
、

投
手
好
調
。
全
員
野
球
で
十
一
対

一

と
快
勝
。

「
地
元
に
勝
っ
た
ら
優
勝
だ
己
と
、

十
分
後
に
高
知
県
代
表
と
決
勝
戦
。

善
戦
し
た
け
れ
ど
八
対
一
で
敗
れ
、

準
優
勝
と
な
る
。
表
彰
状
を
手
に
し

た
時
は
、
午
後
五
時
前
で
し
た
。

そ
の
後
、
遅
く
な

っ
た
畳
食
と
な

る
な
ど
、
悪
天
候
で
な
け
れ
ば
と
、

悔
し
さ
を
か
み
し
め
ま
し
た
。
熱
い

ご
声
援
を
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
、

心
か
ら
お
札
を
申
し
上
げ
ま
す
。

町
内
の
四
十
歳
以
上
の
野
球
好
き

メ
ン
バ
ー
の
集
ま
り
で
す
。
お
気
軽

に
入
部
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
次
は

国
体
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
ふ
る
さ

と
の
活
力
を
生
み
出
す
た
め
に
、
で

き
る
こ
と
か
ら
や

っ
て
み
よ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
グ
勝
浦
ク
ラ
ブ

一
同
�
 

成
績
と
区
間
賞
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

け

〈総
合
成
績
〉

防

一
位

福

原

�

 

沼

二
位

勝

浦

村

三
位

勝

浦

↓

四

位

高

鉾

M

六

住

勝

浦

抗

八

位

高

鉾

一

十

位

福

原

A
 

十

一
月
四
日
、
上

〈区

間

賞
〉

三
区
�
 

贋
安
真
実
�
 (勝

浦

)

四

区

日

同

清

原

一
幸
�
 (福
原
�
 

六
区

七
区
日
同
多
田
興
城
�
 
(福
原
�
 

勝
町
福
原
で
開
催
さ

れ
た
勝
浦
郡
中
学
校

駅
伝
大
会
に
、
郡
内

三
中
学
校
か
ら
十
チ

ー
ム
が
参
加
し
、
七

区
間

士
二

・
五
回
�
 )

を
七
十
名
が
タ

ス
キ

リ
レ
ー
を
し
ま
し
た
。

ま
ず
、

一
区
で
飛

び
出
し
た
勝
浦
を
福

。
は
、
福
原
A
を
勝
浦
�
 

E
と
勝
浦
、
勝
浦
�
 

勝浦中学校 準優勝

原
�
 が
追
う
展
開
で

A
ス
タ
ー
ト
。
二
区
で

福
原
�
 が
逆
転
。
再

A

ス
タ
ー
ト
の
四
区
で

が
追
う
展
開
と
な
り
、

終
盤
追
い
上
げ
た
勝

浦
が
二
位
、
勝
浦
�
 
A

が
三
住
と
な
り
ま
し

た
。

¥』

Aゾーン優勝 横瀬�  J V C (A) 

Cゾーン{憂勝 生比奈クラブ(A) 

Fゾーン優勝 生比奈クラブ(B) 

f固 人 賞

横瀬� J VC 穏台尚美

最優秀選手 生比奈クラブ 岡 なぎさ

生比奈クラブ 福本雅美

横瀬� JVC 松平早由里

優秀選手 生比奈クラブ 中村恵美子

生比奈クラブ 岩佐住奈�  |

A

一
区
日
同
山
平
和
也
(
勝
浦
)

二
区
日
同
森
内
周
公
�
 
(勝
浦
�
 

M
M

A
)

A5区から� 6区へタスキリレーする勝浦中学校チーム 回

B B B A A A

1
時
間
四
分
臼
秒

1
時
間
泊
分
犯
秒

1
時
間
幻
分
日
秒

五

位

勝

浦

七

位

勝

浦

九

位

勝

浦

噌

D C E

五
区
日
同
津
口
和
幸
�
 
(勝
浦
�
 

桂

智

美

�

 (高
鉾
�
 

M
M

A
)


B
)


A
)


A
)
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テキストボックス
第10回勝浦郡中学校駅伝大会

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ



由
E

第8園地区対抗ソフトテニス大会


参
加
チ

十
月
二
十
五
日
か
ら
二

十
九
日
ま
で
の
五
日
間
、

地
区
対
抗
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

大
会
が
勝
浦
町
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
と
中
学
校
体
育
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

る
星
谷
が
優
勝
し
ま
し
た
。

行
わ
れ
ま
し
た
。

毎
試
合
、
好
ゲ
ー
ム
が
展
開
さ
れ

成
年
男
子
決
勝
は
、
棚
野
対
中
角
の

対
戦
と
な
り
、
中
角
が
接
戦
の
末
優

勝
し
ま
し
た
。

子
二
の
合
計
十
五
チ

勝
浦
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
成
年

男
子
十
一

、

一
般
女
子
二
、
壮
年
男

mu
直
苅
捻


l

W
4
3
b
d
q
u
ル
犬
舎


ム
は
十
一
で
、

ま
た
、
一
般
女
子
は
、
攻
守
に
勝

地
区
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が

成
年
男
子
優
勝
中
角
チ
l
ム

l
ム
の
参
加
で

二
対
一
で
棚
野
が
昨
年
に

B

対
坂
本 

の
対
戦
と
な
り

う
も
の
で
す
。

一
回
戦
か
ら
好
試
合
の

連
続
で
、
決
勝
は
、
棚
野

し
た
チ

ダ
ブ
ル
ス
三
試
合
で
二
勝

l
ム
の
勝
ち
と
い

A 熱戦が続いたソフトポール大会A 準優勝の坂本� Bチーム

中角・今山・星谷

横瀬・与川内一一「

坂本�  

生 名一一一一一一」
優勝:棚野

A一一...J

続
い
て
二
回
目
の
優
勝
を
し
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(一般女子) (壮年男子) (成年男子) {憂)勝 中角

A 優勝星谷星谷�  準優勝 棚野優勝星谷

棚 野

九竹

準優JJ~ : 坂本 B 棚星�  星 棚

久 国

星谷�  B

中 山

坂本�  B

、沼
江

・
石
原 

中 山
西

・
掛
谷

星
/.' 口

里子 .0 .0 野

ハ合山 西掛�  角

生坂 久 棚 t 横7 

本 国 里子 名 U-' 山 瀬

;年末・年始の町役場窓口業務休業� j 

j 12月29日から� 1月3固まで� j 

;急ぐ用件・手続きは早目にグ� ; 

; 年末年始の役場の事務は，聞� 29日か� j 
jら来年の� 1月� 3日まで休みます。� 

; この休み期間中は，当直者が死亡届� 

i出生届，婚姻届等は受け付けいたします� i 

jが，印鑑証明書や戸籍の写しの交付など� i
;の事務は取り扱いません。� l 
; あわただしい年の瀬の仕事や，お正月� j 
jの準備などでつい大事な書類，届け出� 

i登録も忘れがちになります。急ぐ用件，� ~ 

;手続きなどは早めに済ませてください� o 

jなお ，問28日は，大掃除などで混雑� ; 

jが予想されますので，なるべく 27日まで� ; 

jにお願いします。� !

新女性ライブプランシリーズ ⑥ 

生産技術及び経営能力の向上

農業において，女性は生産の重要な担い手であり，農業就業

人口の約� 6割が女性となっています。なかでも� 30歳代から50歳

代のいわゆる働き盛り年代では，� 7書リを女性が占めています。

漁業においては� 就業人口の女性の占める割合は� 15.9%と低b

いものの.養殖漁業などの振興とともに女性が中心的な労働力

となってきています。

震山漁村では，家意識や固定的役割分担意識が根強く残され

ており ，女性の経営方針決定への参画や経済的地位も低い現状

であります。

現在，栽培技術や経営能力の向上を図っていますが，まだま

だ十分とはいえません。

今後，女性みずからの主体的な農業の担い手となり。 その経

済的地位が向上するように努力する必要があります。

回

MUS04
テキストボックス
地区対抗ソフトボール大会
青年男子優勝　中角チーム

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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川辺え外九ジ� 

12月の保健行事
お問い合わせは環境衛生課保健婦へ。

日

7 

8 

9 

14 

15 

16 

21 

22 

日程

木

金

水� 

木

金

水

木

内 円~、a、・

股関節脱臼検診�  

健 康 キ目� =両宏日氏〈

手L 児 健 康 三ロpゐ， 査� 

百日咳，ジフテリア，破傷風

三 種混 合予 防接 種

健 康 中目 談

幼 ノ� 

両-

圭ロIEし1 健 康 j人y 査� 

健 康 相� 2火'k 

健 康 本目 員炎

受付時間

14 :OO ~14: 30 

9 : 30~11 :00 

±碁 所

農村環境改善�  

センター

坂本集会所�  

文サ 象 者

H 6 .4 .1 ~ 9. 30まで

に生まれた子� 

一 自主� f主 民

H 5 .10 .1 ~ H 6 .2 .28 

までに生まれた子� 

2 ~ 4 歳未満

・ー期1• 1か月毎に� 3回

• 2 期 ・・・ 1 期終了後12~

18か月後に� I回接種� 

一 般 住 民

H 3 .12 .1 ~H 4 .5 .31 

までに生まれた子� 

一 自主 住 民

一 自主 住 民

持参する

もの イ也� 

母子手帳

健康手帳� 

母子手帳

予診票�  

母子手帳� 

健康手帳� 

母子手帳

健康手帳� 

健康手帳� 

13:30~ 15 : 00 

13 : 30~14: 30 

13:30~ 15 : 00 

9 :30~ 11 :00 

横瀬集会所�  

勝浦病院�  

農村環境改善

セ ノ タ� 

生名センター�  

13:30~ 15:00 

13:30~ 14:30 

10:00~ 1l :30 

9 :30~11 :00 

棚野集会所�  

勝浦病院�  

勝浦会館

掛谷集会所�  

」

13:30~ 15:00 
今山ふれあい

交流館

巡
回
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

検
診
の
結
果
に
つ
い
て

十
月
二
十
日
、

二
十

一
日
に
実
施
し
ま

し
た
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
の
受
診
者

数
は
百
四
十
九
人
で
、
検
診
結
果
は
全
員

異
常
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
な
お
、
個
人
通
知
は
し
ま
せ

ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
結
核
の
初
期
症
状
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

年
一
度
は
必
ず
健
診
を
受
け
、
健
康
管

理
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

振
動
障
害
健
康
診
断
の


お
知
ら
せ


こ
の
健
康
診
断
は
、
さ
く
岩
機
、
ハ

ン

ド
ハ
ン
マ
ー
な
ど
の
振
動
工
具
を
使
用
す

る
こ
と
に
よ

っ
て
お
こ
る
障
害
の
早
期
発

見
の
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。

健
康
診
断
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
十
二

月
十
五
日
ま
で
に
役
場
環
境
衛
生
課

(二

|
二
五

一
一
)
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い 

0

・
健
康
診
断
予
定
時
期
:
・
平
成
七
年

一
月

ー
二
月
ま
で
の
間

・
実
施
機
関
・
:
小
松
島
保
健
所

・
料
金
・ 
:
二
千
二
百
四
十
円

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
申
し
込
み
さ
れ
た

方
に
後
日
通
知
し
ま
す
。

回

MUS04
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みんなの健康
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風舗やインフルヱンザを

予防しよう!!

今
年
も
風
邪
や

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
流
行
す
る
季
節

と
な
り
ま
し
た
。

原
因
は
大
部
分
が

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

も
の
で
す
。

ウ
イ
ル
ス
は
低

温
と
乾
燥
に
強
く
、

日
本
の
冬
は
好
条

件
と
な
り
ま
す
。

ウ
イ
ル
ス
は
、
だ

液
や
鼻
水
の
却
に

含
ま
れ
、
ク
シ
ャ

ミ
や
咳
と
一
緒
に

飛
び
出
し
、
空
気

中
へ
ば
ら
ま
か
れ

た
ウ
イ
ル
ス
が
、

鼻
や
の
ど
の
粘
膜

m
m
d

⑨⑨⑩⑨⑧⑨⑨⑨⑧⑧⑧⑧ 

(海外で伝染病にかからないために) 

-水及び食品によりかかる伝染病


コレラ ・赤痢 ・腸チフス ・パラチフス


*海外旅行へ出かける方への健康アドバイス� 

.出発前に健康診断を受ける。

・伝染病予防のための予防接種を受ける 0 

.旅行先では睡眠を十分にとる。

・カなどに刺されないように気をつける。

・生水，生乳，ジュース類を飲むのをさける� 0 

.氷に特に気をつける。

・野菜類，魚介類，獣肉類の生食をさける� 0 

.暴飲暴食をさける。

国内での伝染病の発生は減少の傾向

にありますが，海外で伝染病にかかる

方が毎年増加をしております。

特に東南アジア，中近東，アフリカ，

中 ・南米などの熱帯・亜熱帯地方には

日本にないいろいろな伝染病が流行し

ているところがありますので、 これらの地方の衛生

状態の悪い地域へ旅行される方は，恐ろしい伝染病

にかからないための注意が必要です。

*伝染病の種類� 

.消化器系伝染病


コレラ ・赤痢 ・腸チフス ・パラチフス


・呼吸器系 ・その他の伝染病

しょう紅熱 ・発疹チフス ・ジフテリア ・流行性

脳脊髄膜炎 ・日本脳炎

*伝染病の感染経路

・節足動物(ハエ，カ，シラミ ，ノミ)によりかかる伝染病

マラリア ・ペスト ・発疹チフス ・日本脳炎

経
の
働
き
を
強
め
、
少
し
く
ら
い
の
気

-7
，

r

〈日
常
生
活
の
中
で
の
注
意
〉 

-
う
す
着
の
習
慣
と
皮
膚
を
き
た
え
る
。

皮
膚
を
き
た
え
る
こ
と
は
、
自
律
神 

4

温
の
変
化
が
あ

っ
て
も
体
調
を
崩
さ
な

く
し
、
鼻
や
の
ど
の
粘
膜
に
ウ
イ
ル
ス 

が
入

っ
て
も
増
殖
し
に
く
く
な
り
ま
す
。 

睡
眠
は
十
分
に
と
る
。

- -
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
に
心
が
け
る

0

・
帰
っ
た
ら
、
う
が
い
と
手
を
十
分
洗
う
。

-
部
屋
を
暖
め
、
加
湿
器
な
ど
で
乾
燥
を
防
ぐ
。
ま
た
、

日
常
生
活
を
規
則
正
し
く
す
る
こ
と
に
よ
り
、
予
防

効
果
も
高
ま
っ
て
き
ま
す
。
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
と
き

は
、
早
く
治
療
に
努
め
ま
し
ょ
う
。 

固

MUS04
テキストボックス
保健婦だより

MUS04
テキストボックス
海外旅行に出かける皆様へ

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ



他の健康保険に加入している人，生活保護を受けて

国保の加入 いる人以外のすべての人は，国保に加入することが法

律で義務づけられています。加入の資格ができたら，

すみやかに加入の手続きをしてください。

国保に

加入するとき
やめるとき 11鰐-

¥ー〆

【 加入するとき 】

回他市区町村から転入したとき。

図職場の健康保険などをやめたとき 。

図子どもが生まれたとき 。

回生活保護を受くなくな ったとき。

【 国保をやめるとき 】

回他市区町村へ転出したとき 。

図職場の健康保険などへ入ったとき 。

図死亡したとき。

回生活保護を受けはじめたとき 。

国保の
手続きが

遅れた場合

届け出が遅れると次のようなトラブルのも

とになります。

・保険税をさかのぼって払わなければならな

いことがあります0

・医療費を全額自己負担しないといけないこ

とがあります0

・あとで医療費を返さない

といけないことがありま

す。

【 国保に加入する人は…… 】

-お庖や塾などを経営している自営業者	 -外国人登録を行っていて，日本に 1年以上滞在

・農業 ・漁業にたずさわっている人	 する人(ただし，資格適用は入国目的によりま

・退職などにより，職場の健康保険をぬけた人 す)

・パート ・アルバイトなどで一定の収入はあるが，	
※国保の加入者は，世帯主や扶養家族の区別なく，家族

職場の健康保険には加入していない人 一人ひとりが被保険者となります。
・臨時的事業の事業所に使用される人 

平成 5年度の勝浦町の老人医療費は 7憶8，187方 1，298円です。

;老人医療費の負担 立喜志24rz:持主計士彩色222iiか，公;

費と医療保険各制度からの拠出金とによって賄われています。

国保税は、被保険者となった月から課税されます。

「加入の手続きをしたとき」ではありません。

被保険者となる月とは，職場の健康保険をやめたとき，あるいは他の市区町村から転入しで住み始めたときなどです。

園
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〈財形制度のご案内 〉
 
(財形制度とは� ) 勤労者が行う財形貯蓄と事業主が行う貯蓄奨励の財 


形給付金・基金及び財形融資の� 3つを指し ています。
 

(財形貯蓄とは) ①特に目的を定めない「一般財形貯蓄� J. 60歳以後に


年金とし て支払を受けることを目的とした「財形 


年金貯蓄� J. 住宅の取得や増改築等を目的と した「財


形住宅貯蓄」の� 3種類があります。


②月々の給与・ 賞与から天引きして金融機関に積み

立てていきます。(業事主の協力が必要です)

③財形年金と財形住宅には利子非課税の特典があり

ます。特に財形年金貯蓄は，年金として支払を受

ける期間中，手Ij子が非課税となります。

④財形給付金や財形基金制度を採用している企業に

おいては，その受益者とな る資格ができます。

⑤財形貯蓄をしている方は 低利で大型の財形融資

~
が受けられます。

ーへ、

4
A
'
 

①持家融資，教育融資等があります。
r
 ②財形貯蓄をし ている方が家を新築する，新築� (中

古)住宅を購入する，家を増改築，修繕する場合

に，価格の80%以内で最高4，000万円まで借り ら

れます。

③財形貯蓄をしている方，またはその親族が一定の

学校に進学する場合や，在学 している場合に必要

な資金を最高� 450万円まで借りられます。

「中小企業勤労者財形制度普及促進月間」を定め，財形の普及促進を

図っています。ご不明な点がありました ら，下記雇用促進モンターま で� 

お問い合わせ ください。

・雇用促進事業団 徳島雇用促進センター

干770 徳島市八百屋町� 2丁目11番地 ニッセイビル� 7F

(電)0886-54-3311 
， "、向、

、u・p、、d・~~・【・u・肉、~内・v・，、~.内‘》ぜ、v・，、~.^・v・，、】"、~-、、，.-、、，"，、v・《・、~，、.、，.-、、....""".....・丹、‘--、v・洲、~-、、~円、.~・'、v・F、 v・戸、》・F、~円、、~-、~戸、V・R・ v・F、・、ー 

講習科目 ワ フ。 ロ� ( 3級� ) ワ フ。 ロ� ( 3級)� P O P 広 主Eヒコ

講習日�  1/12~ 2/10 (月� ~金� ) 1/26~ 2/23 (月� ~金)� 1/17~ 2/14 (月~金� )

申込期間� 1 / 5 ~ 1 / 6 1/17~ 1/19 1/6 ~ 1 /10 

開催場所 徳島県女性職業センター
羽ノ浦町働く婦人の家

(那賀郡羽ノ浦町� ) 

ポリテ ク セ ン ター�  

(徳島市昭和町 8丁目� )

申込先 徳島県女性職業センター
阿南公共職業安定所
もし く� lま

徳島県女性職業セ ンター
徳島県女性職業センター

講習内容 ワー プロ基本操作及び機能の習得� (日商検定� 3級程度� ) 手書 きのレタリ ング方法

講習時間 午前� 9時30分� ~午後� 3時30分(1日� 5時間� )

，疋~ 員� 20名� (但し，定員オーバーの場合は抽選� )

受講資格 就業を希望する女性

受講料 無 料(但し，テキスト代 ・教材費は実費)

その他
詳細は，徳島県女性職業センターにお問い合わせくださ い。� ft0886-54-0121 

テレフォ ンガイドもご利用 ください。 宮� 0886-54-0124

女
』性
錘

-..、1.

開立 

催ノ4

要」J 


領書

ど玉、
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レ'』
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一
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闘
�
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一
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一
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山
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7

回

①サラリーマンの奥さん こんなとき種別の変更・確認が必要です。

厚生年金や共済組合に加入しているご主人に扶養されている 「サラリーマンの奥さん」は， 国民

年金の第 3号被保険者となります。

保険料はご主人が加入している年金制度が負担しますので，個人で納める必要はありません。で

も，加入の届け出を忘れると，将来の年金額が減額されたり，受けられなくなったりします。

また，一度届け出を行った後に，ご主人の退職や再就職のとき，サラリーマンから自営業に変わ

ったときなど，その都度届け出が必要ですので，忘れずに届け出をしましょう。 (種別の変更・確

認の届け出は，役場国民年金係で行います。 )

届 け出が必要な 主 な例

-ご主人が自営業をやめて会社に就職

-会社員と結婚後に 20歳到達

-家事手伝いなどの人が会社員と結婚

-結婚退職

-共稼ぎの中止

-ご主人が会社を退職して自営業に 

-奥さんの収入が増加

-離婚  

-共稼ぎの開始

加 入 者 の 種 類の 変更 @役立っています。

第 1号被保険者 →第 3号被保険者  国民年金保険料

未加入  →第 3号被保険者 皆さんが納めた国民年金の保険

第 1号被保険者  →第 3号被保険者  料は，国からの負担金と併せて，

年金の支払いに当てられるほか，

第 2号被保険者 →第 3号被保険者  
将来，年金を支払 うための大切な

財源として積み立てられています。

この積立金を有効に活用するため

第 3号被保険者  →第 l号被保険者  
に， その一部が地域住民の福祉の

向上や健康増進のために病院やご

み処E封包設，簡易水道などの公共

第 3号被保険者 →第 2号被保険者
施設の建設資金として県や市町村

に還元融資されています。

-ご主人の転職(厚生年金←→共済年金)等|第 3号被保険者の資格はそのまま なお，市町村な どが融資を受け

人
権
週
間
で
す
。

こ
の
週
間
は
、
昭
和
二
十
三
年
十

二
月
十
日
の
世
界
人
権
宣
言
の
採
択

の
日
ま
で
の

一
週
間 

(十
二
月
四
日

か
ら
十
日
ま
で
)
を
人
権
週
間
と
し

て
広
く
国
民
に
呼
び
か
け
、
人
権
意 

…
識
の
普
及
高
揚
を
図
っ
て
い
る
も
の

で
す
。

人
権
は
、

一
人
ひ
と
り
が
し
あ
わ

せ
に
生
き
る
た
め
に
、
み
ん
な
が
同

日
じ
よ
う
に
持

っ
て
い
る
権
利
で
あ
り

ま
す
。
自
分
の
人
権
を
主
張
す
る
の

と
同
じ
よ
う
に
、
相
手
の
人
権
も
尊

重
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

法
務
局
や
人
権
擁
護
委
員
は
、

「
国
際
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
人
権

意
識
を
育
て
よ
う
」

十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
は
、

ロ
月 
4
日
同 

日
出

3
m

るためには，その市町村の国民年

金の収納率がよいことが条件 とな

っています。つまり皆さんが保険  

1斗をキチンと車内めることは， 守来:/

の生活を豊かにするだけでなく ，

現在の明る く住みよい街づくりに

あなた自身が参加 していることに

もなるのです。

平成  5年度徳島県の融資状況

「
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う
」

第
何
回
人
権
週
間

・
中
山

.
坂
本

-
西
岡

現
し
よ
う
」

を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
し
て
い
ろ
い
ろ
な

啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
、
お
互
い
に
相
手
の
立

場
を
考
え
て
、
譲
り
合
い
、
思
い
や

り
の
心
を
育
て
ま
し
ょ
う
。

そ
う
し
て
、
争
い
の
な
い
明
る
い

家
庭
、
差
別
の
な
い
、
や
さ
し
さ
に

満
ち
た
住
み
よ
い
社
会
を
つ
く
り
ま

ー
レ
レ
iF
A
ノ
。

も
し
、
困

っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
地

元
人
権
擁
護
委
員
や
法
務
局
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

勝
浦
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
次
の

方
々
で
す
。

「
部
落
差
別
を
な
く
そ
う
」

「女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う
」

「障
害
者
の
完
全
参
加
と
平
等
を
実

細堀田大
川 中西

勝
幸
さ
ん

賓
さ
ん

毅
男
さ
ん

寛
さ
ん
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平成 6年度一茶まつり

全国小中学生俳句大会一

保
育
所
入
所
説
明
会
お
よ
び

(，、

入
所
申
請
書
受
付
に
つ
い
て


勝
浦
川
対
岸
か
ら
望
む
稼
勢
山

基
づ
き
、
保
育
に
欠
け
る
児
童
で	

あ
る
保
科
千
代
次
先
生
(
生
名
出

な
け
れ
ば
入
所
で
き
ま
せ
ん
。

身
)
が
稼
勢
山
に
対
す
る
思
い
を

「
私
の
心
に
棲
む
永
遠
の
山
」
と

平
成
七
年
四
月
一
日
か
ら
保
育
所

へ
入
所
を
希
望
さ
れ
る
児
童
の
説
明

会
を
、
次
の
日
程
の
と
お
り
行
い
ま

す
。
初
め
て
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
必
ら
ず
出
席
し
て
く
だ
さ

い。

〈入
所
説
明
会
〉

日

時

十

二
月
二
十
日
(
火 
)

午
後
七
時
か
ら

場
所
勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

二
階
和
室

当
日
、
都
合
で
出
席
で
き
な
い
方

は
、
各
保
育
所
で
申
請
書
等
を
お
受

け
取
り
く
だ
さ
い
。

〈申
請
書
受
付
日
程
お
よ
び
手
続
〉 

.
受
付
日
時

一
月
九
日
か
ら
十
二
日
の
午
前

八
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
ま

で
。 

-
受
付
場
所

各
保
育
所
・
役
場
住
民
福
祉
課

・
{
疋
田
貝沼

江
保
育
所

三
十
人

生

比

奈

保

育

所

九

十

人

横

瀬

保

育

所

百

人

.
入
所
で
き
る
要
件

保
育
所
へ
入
所
で
き
る
児
童
は
、

勝
浦
町
保
育
所
入
所
措
置
条
例
に

-そ
の
他

人
所
申
請
書
は
、
ご
家
族
の
方

が
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。	

表
現
さ
れ
て
い
る
と
書
か
れ
て
あ

現
在
、
入
所
さ
れ
て
い
る
児
童

り
ま
し
た
。
稼
勢
山
に
対
す
る
思

で
、
平
成
七
年
度
も
入
所
を
希
望
さ

い
は
皆
同
じ
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

平
成
七
年
は
改
善
セ

ン
タ
ー
が

れ
る
方
に
つ
い
て
も
申
請
が
必
要

オ
ー
プ
ン
し
て
五
周
年
に
あ
た
り

で
す
。

ま
す
の
で
、
そ
の
記
念
行
事
の
一

※
初
め
て
入
所
さ
れ
る
場
合
は
、	

環
と
し
て
第

一
回
稼
勢
山
展
を
開

保
育
所
へ
児
童
を
同
伴
し
て
く
だ

催
し
ま
す
。
勝
浦
町
の
シ
ン
ボ
ル

大」い
。

「
稼
勢
山
」
を
題
材
に
し
た
す
べ

〈乳
児
保
育
に
つ
い
て
〉

小
松
島
市
在
住
で
「
南
海

て
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。
ふ
る

横
瀬
保
育
所
に
乳
児
室
を
整
備
し
、

歌
人
」
の
代
表
を
さ
れ
て
い

っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

る
松
並
武
夫
さ
ん
(
中
山
出

開
催
時
期
平
成
七
年
二
月

乳
児
保
育
を
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

身
)
が
、
い
つ
か
「
広
報
か
つ

(
予
定
)

入
所
説
明
会
で
お
聞
き
く
だ
さ
い
。 

う
ら
」
に
投
稿
さ
れ
て
い
た

応
募
締
切
平
成
七
年
一
月
十
日

詳
し
く
は
、
広
報
十
月
号
を
ご

特

選葉
桜
に
小
さ
な
学
校
固
ま
れ
る

入

選

坂

本

小

六

年

花
畑
も
ん
し
ろ
ち
ょ
う
も
花
の
よ
う

坂

本

小

六

年

立

石

由

美

平
成
六
年
度
一
茶
ま
つ
り
、
全
国
小
中
学
生
俳
句
大

会
に
お
い
て
、
国
内
外
二
十
五
万
五
千
余
句
の
応
募
の

な
か
か
ら
、
坂
本
小
学
校
六
年
生
の
新
居
義
久
さ
ん
が

特
選
に
、
同
六
年
生
の
立
石
由
美
さ
ん
が
入
選
に
入
賞

さ
れ
ま
し
た
。

お
二
人
の
こ
の
栄
誉
を
称
え
る
と
と
も
に
、
今
後
と

も
す
ば
ら
し
い
作
品
が
で
き
ま
す
よ
う
お
祈
り
し
ま
す
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
食
べ
て
も
ら
う
ん
だ
。H

h

F 

大
き
な
お
い
も
が
採
れ
た
よ
、
特
養
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

H

生
比
奈
保
育
所
い
も
堀
り
大
会
川
/
げ

「
稼
勢
山
の
こ
と
」
と
題

す
る
文
章
の
中
に
、
徳
島
文

理
大
学
名
誉
教
授
で
、
徳
島

歌
人
ク
ラ
ブ
の
顧
問
で
も

覧
に
な
る
か
改
善
セ
ン
タ
ー 

(
T 

E
L
二
|
三
三 
O
O
)
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

横
瀬
区
に
だ
ん
じ
り
の
山
車
完
成
/

新
居

義
久

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
助
成

(
平
成
六
年
度
宝
く
じ
助
成
事
業
)

十
月
九
日
間
、
老
朽
化
し
て
い
た

横
瀬
区
の
秋
祭
り
の
山
車
が
完
成
し
、

落
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
十
月
十
三
日
、
十
四
日
の

秋
祭
り
本
番
に
は
、
早
速
子
供
た
ち

が
こ
の
山
車
に
の
り
こ
み
、
元
気
な

だ
ん
じ
り
噺
が
鹿
背
山
神
社
に
鳴
り

響
い
て
い
ま
し
た
。

回
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大
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三
渓

字
下
川
原

大
字
三
渓

{子
押
栗

大
字
生
名

夜間救急当番表 字
北

里子
崎

押
栗

岡
本

今
お
く
や
み
申
し
ま
す

大
字
久
国
字
内
金

鶴

岡

ご
結
婚
お
め
で
と
う

叩
月
間
日 
i
n
月
日
日

お
誕
生
お
め
で
と
う

12月� 1日 勝浦病院�  2 -255 5 

12月� 3日 赤岩 医院�  2-2006 

12月� 5日 勝浦病院�  2 -2555 

12月� 7日 上勝診療所�  6-0302 

12月� 9日 勝浦病院�  2 -2555 

12月⑪日 山 西医院�  2-3027 

12月13日� 1券 浦病院�  2 -2 5 5 5 

12月15日 湯浅医院�  2 -2003 

12月17日 勝浦病院�  2 -2555 

12月19日 赤岩 医院�  2-2006 

12月21日 目券 浦病院�  2-2555 

12月⑫日 上勝 診 療 所� 6-0302 

12月⑫日 勝浦病院�  2 -2555 

12月27日 山 西 医院�  2-3027 

12月29日 勝浦病院�  2-2555 

12月31日 湯 浅医院 、2-2003

平 日 午後� 6時か ら翌朝� 9時まで

休日� 午後� 7時か ら翌朝� 9時まで

勝浦会 館 12月行事

戸
籍
の
窓


山 立

平 石� 

竹

二

真
由
美

勤
矢
/
長
男

美

鈴

¥

隆

克
幸
/
長
男

真

紀

¥

光

裕
之
/
二
女

ふ
み
¥贋

義
(
侃
歳
)

奈

宇品伺々
(敬称略)

が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

大
{
子
沼
江
字
折
字

五
十
川
幸
次
郎 
(
部

歳
)

大
字
生
名
字
坊
ケ
谷

堀

田

久

太 

(
約

歳
)

大
字
棚
野
字
西

久

保

山

田

道

雄 

(
刊

歳
)

大
{子
三
渓
字
林

阿

部

高

夫 

(
印

歳
)

善

意
堀

田

康

一
さ
ん

(
生

名

)

福

野

襲

こ
さ
ん

(
星
谷
)

鶴

岡

良

治

さ

ん

匿

名

あ
り
が
と
-
つ
ご
ざ
い
ま
し
た

l

町
、ゲ 

ト
ボ

l
ル
大
会
パ

ス
利
用

(横
瀬
)

昭
和
十

一
年
生
比
奈
尋
常
小
学
校

卒
業
生
同
窓
会

一
同

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

者

一
同

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善
意

叩
月
間
日 

月
日
日

1
H(

久
国

)

⑧⑧⑧⑨⑧⑧⑨ 

平成� 7年勝浦町成人式を� 1月2日(月)午前� 9時から勝

浦町住民福祉センターホールで行います。成人となら

れた方はぜひご出席ください。

-該 当 者 昭和49年� 4月 2日から昭和50年 4月� 

1日までに生まれた方。

(平成元年勝浦中学校卒業者及び他の中学校卒業� }

者で町内に在住し ている方(12月10日現在

※町教育委員会で把握している該当者には12月中旬ま

でに通知いたします。

-問い合わせ 勝浦町教育委員会� (TEL2-2515)

徳島県最低賃金改定 

徳島県では，県内で働 くすべての労働者に適用される

「徳島県最低賃金」及び「産業別最低賃金」があ りま す。

最低賃金の金額については，下記のと おりです。

教室名 実施 日 時 間� 

陶芸
.1 8 15 22 

午後� 7 :30~ 
木 木 木 木

着 付� 
9 16 

午後� 8 :OO~ 
金 金� 

手 芸
8 15 22 ， 

午後� 7 :30~ 
木 木 木

7 14 21 
午後� 8 :OO~踊� り� 

* * * 
短 歌� 12 22 

午後� 8 :OO~ 
句。ド 月 木

生花�  
5 26 

午後� 8 :OO~ 
月 月

大正琴� 
8 15 24 第第� 301 :午後木木� } 32 ~ 

第� 4土 午後�  6 :30~木 木 土

習 子pム -
2 9 16 

午後� 7 :OO~ 
金 金 金

同 

J
)

徳島県最低賃金� 平成� 6年10月 1日実施� 

1日� 4，385円� 1時間� 550円

i-

⑫⑨ 心配ごと相談
2 産業別最低賃金 平成� 6年12月29日実施� 

-日時 -時間 午前10時~午後� 3時 紡積・織物業 1日� 4，739円� 1時間� 593円� 

12月2日倒� ・内容 人権・行政・厚生・福祉 造作材・合板建築用

・場所 住民福祉センター� 2階� 

受ーります

組立材料製造業 1日� 5，298円� 1時間� 663円� 

12月9日倒� 
一般機械器具製造業 1日� 5，365円� l時間� 672円� 

12月16日(創� 
のでお気軽に柵い合わ�  | 電気機械器具製造業 1日� 5，002円 1時間� 626円� 

12月22日同 せ くだ さp。
徳島 労 働 基準局

園� 
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